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【特集】東アジア福祉レジームとダブルケア（1）
東アジア比較と計量分析 : 特集にあたって




























































































2025 年，団塊世代が 75 歳以上になる時代に突入する。多くの人々がダブルケアの問題を抱える
なか，次世代にこの問題を残さないためにも，実態を把握するための統計や仕組みの整備，支援策
の開発が急務だと考える。ダブルケアを切り口に多世代が連帯することで，現在の少子化世代が中
高年となっても，健やかに暮らせる地域社会づくりにつながるのではないか。多世代連帯とは，こ
れからの日本における，人間らしい生き方，働き方が可能となる社会構想への挑戦である。
以上，本特集では多角的および国際比較分析を通して，ダブルケアとは何かに迫る。広義のダブ
ルケアである多重ケアの経験への理解や，男性ダブルケアラーの特徴と困難を明らかにするなど，
まだまだ課題は山積みである。しかし，この特集によって，ダブルケアの学術的研究が広がるとと
もに，ケア責任・負担の公正なあり方を考える機会となることを願う。
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